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　東京工業大学の 前身が 「蔵 前」 と通称 され て い た東京高等工 業学校で あ り， 1874 （明治 7）年
東京開成学校内に設置 され た 製作教場に濫觴す る ， 工 業教育機関と して の 長い 伝統を有する こ と
は よ く知 られ て い るが ， 東京高等工業学校あ るい は東京工業学校の 一時期に ， デザ イ ン 教育部門
と して の 工業図案科が設 置され て い た こ とは案外知 られて い な い 。 工 業図案科が ， 開設 よ り廃止
まで 僅か 17年 とい う短期 の 存在で あっ た こ と とと もに ， わが国近代デザ イ ン 史の研究が最近 よ う
や く端緒に つ い たばか りで ， こ の 工業図案科の存在意 義がデ ザ イ ン 史の テ ーマ として 論 じ られ な
か っ た こ とも， 知 られなか っ た理 由の一端をなす もの と考え られる 。
　工 業 図案科は ， 1897 （明治30）年 ， 先ず東京工 業学校附属工業教員養成所 内に設置さ れ ，次 い
で本科工業図案科の設置をみ た の が 1899（明治32）年で あ る が ， 1914 （大正 3）年に は ， 明確な
理 由もな い ままに文部省令に よ り突如廃止 とな っ た 。 こ の 間 ， 僅か ユ7年 と い う短期 日 の存在で あ
っ た が ， 工 業図案科がわが国近代デ ザイ ン 史上に残 した 足跡は 大き い 。
　工業社会に対応 したデザ イ ナ
ーの 養成を目的 とする こ の 工 業図案科の 特色の 一つ に ， 教員 ス タ
ッ フ がある。 当時 として は数少い ，海外 におけ る デ ザ イ ン 教育経験者を ， 工業図案科開設 当初よ
り教員 ス タ ッ フ に加えて い る こ とで ある 。 1873 （明治 6）年の ウ ィ ーン 万国博覧会を機に ，ウ ィ
ー ン で組織的に デ ザ イ ン を学んだ平山英三 がそ の 一人 で あ り， 本科工 業図案科開設 に 当 っ て は ，
ア メ リカ で 美術を学 び ， 次 い で イギ リス で デ ザ イ ン の教育 ・ 実務の 両面 に わた り研鑚を積 んだ井
手馬太郎が ， 副 科長 と して 迎 え られ て い る 。 当時に あ っ て は特異 な ， こ れ ら海外デザイ ン の経験
者 に よ っ て 薫陶を受けた 工 業図案科学生の 中か ら ， わ が国に おけるデザ イ ン 指導書 の 嚆矢 ともい
うべ き 「一般図按法』を著 し，海外デ ザイ ン 文献の紹介を通 じて デザ イ ン の 教育 ・ 啓蒙に 当 っ た
小室信蔵が生れ て い る こ とは ， 東京高等工 業学校工業図案科 の特質を象徴する出来事と して 注目
すべ きで あろう。
　上 に挙げた平山
・井手 ・小室は ， 工 業図案科創設期における教授陣容の 中核をな し， 工 業図案
科にお け るデザ イ ン 教育 の 基盤を築 くとと もに ， 当 時の 社会に対す るデザ イ ン の啓蒙に も多大の
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が ， そ こ に見
るよ うに極め て 特異な海外活動経歴 を持ち ， 筆者の強い 関心 を呼ぶ と こ ろ で あ っ た。彼は 10年に
わた る海外生活を終え帰国後 ， 直ちに 東京工 業学校本科工 業図案科副科長に任ぜ られなが ら在職
7年に して在野 に転じ ， 「美術 統合社」 と称するデザ イ ン事務所 を 経営するか たわ ら， 美術 記者
の ため の 機関 「サ ク ラ倶楽部」 を設立 するな ど幅広い活動を継続しつ つ も ， 帰国後 11年目の 1910
（明治 43）年 ， 41才で早世 して い る。 帰国後 の活動 も， 海外で の それ に劣 らず変化に富んだ もの
で あ るが ， 本稿 にお い て は帰国後 の 活動 の 基盤を形づ くっ た井手馬太郎 の 海外生活に ス ポ ッ トを
当て ， 調査 の結果知 り得た範囲 につ き紹介 し， 次い で帰国後の彼の 報告書 にみ られ る，デザイ ン
改良意見 に触れて みた い 。
2
　井手馬太郎に つ い て は ， 『明治文化史」（美術編）に 断片的 に触れ られて お り，他 の 美術関係文
献に もそ の 名は散見 されるが ， まとま っ た 紹介は殆ん どな され て い な い 。 井手 の わが国に お け る
デ ザイ ン 活動の期間は ， 長期に わた る海外生活を終えて 帰国 した 1899（明治32）年よ り， 没年の
ユ910 （明治43）年にか け て の 11年間 の み で あ る。彼 の 活動 の 一端は ，井手が会の 中心 に あ っ た大
日本図案協会の機関誌 「図按』や ， こ の 『図 按」の 廃刊間近 い 1905 （明治38）年に 創刊 され た雑
誌 「技芸の 友』の 記事 ， あ るい は ， 東京高等工業学校工 業図案科副科長 と して 審査官の任 に 当 っ
た い くつ か の 博覧会の 記録よ りうか が い 知 る こ とが 出来 るが ，そ の経歴に つ い て知 られるとこ ろ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （Tr ）
は少な い 。 没後の 略歴 の 記録 として は ， 『明治過去帳』があ り， こ こ で は 「井出馬太郎 ， 美 術統
合社主幹 ， 装飾図案家」 と して 以下簡単に 紹介されて い る。 井手 の 存命中の もの で ， やや詳 しい
経 歴 の 紹介が ある もの に 「審査官列伝」がある 。 これは 1903 （明治 36）年大阪 で 開催 され た第 5
回 内国勧業博覧会の折 に，博覧会出品物審査 の任に 当 っ た 審査官の 経歴紹介を内容 として 同年金
港 堂 よ り刊行 され た もの で ，経歴 の 記載 も1903 （明治36）年 まで とな っ て い る 。
　本稿 に お い て は ， 井手馬太郎の海外に お ける活動を 中心 ICとりあ げ る た め ， 上記 2 編 の 経 歴
中，それぞれ海外生活に つ い て の記述部分の みをと り出 して み る。
　　 『明治過去帳』
　　　　　　　　　　　　　　　　．　．　．　　
　　　廿二 年米国に渡航 し桑 港美術学校に 入 り廿七年倫敦美術学校に 遷 り卅二 年帰朝東京高等工
　　業学校教授 に任 じ図案科を設 くるに力 あ り。 （傍点筆者 　以下同 じ）
2＞
　　 『審査官列伝』
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ママ）
　　　二 十二 年二 月北米合衆国へ 渡航 し ， 同年加州桑港 リ ン ゴ ル ン 学校 へ 入学 し， 普通学及 び語
　　学を兼習す廿三 年北米加州 「シ ャ ス タ」 郡 ウ イ リヤ ム ・メ ギー氏所 有の 銀鉱 山会計員に 聘さ
　 　 　 　 　 　 　 ■　　 ロ　　■　　 ■　　 　　　 ，　　 ．
　　る ， 廿五 年加州大学美術部 へ 入 学 し，二 十八年修業証 を受け，尋 て 美術及 び 貿易視察 の 為あ
　　中央亜米利加 ， 南米及 び合衆国東部諸州を漫遊す ， 同九月欧州大陸に渡 り， 十
一月英京倫敦
　　市美術家 ウィ リア ム ・ア ダ ム ス の 門 に入 る ， 廿九年六月同市グ リニ チ敷物株式会社図案師に
　　傭聘せ られ ， 又 ニ ュ ーク ロ ース 美術学校夜学部 に 入学 し，同月農商務省実業練習生を命せ ら
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　　 る ， 三十年同市 IC於て 井手図案所 を設立 し，専 ら図案製作 に従事す ， 三 十一年 ニ ュ ーク ロ ー
　　 ス 美術学校修業証 を受け ， 三十一年五月倫敦市図案協会試験に合格 しエ ム エ ス デ ーの 章を受
　　け，三 十二 年五 月帰朝す ， 同六月東京高等工 業学校図案科教授 を嘱託 せ られ ， 工 業図案科副
　　 科長 とな る
3）
。
　 これ ら二 つ の経歴記述 に は微妙 な くい 違い が ある 。 ロ ン ドン に おけ る美術学校へ の 就学時期に
2年の 差がみ られ，また関係美術教育機関名 も異な っ て い る が ， 本稿 に お い て は ｝
’
存命中に作成
された経歴 と して 「審査 官列伝」中の 記 載 に 従 うこ ととする 。
　井手馬太郎 の海外生活は ， 滞米期間 と滞英 期間の 2 期に分けて 考え る こ とが で き る 。
　井手が ア メ リカ へ 渡航 した の は ， 1889 （明治22）年 2 月で ある 。 「審査官列伝』に従えば，同
年語学を マ ス ターす るため ， サ ン フ ラ ン シ ス コ の 「リン ゴ ル ン 学校」 へ 入学 した とあるが，当時
「リン ゴ ル ン 」 と して該 当す る学校は存在せ ず ， Lincoln　School の 誤 記 と思 われ る 。　 Elemen −
tary　Schoo1の一つ で あ っ た こ の 学校は現存 しな い 。 ア メ リカ における井手の 就学情況の みをた
ど ると， 同 じく 「審査官列伝』によれ ば ， 1892（明治25）年よ り1895（明治28）年に か け て 「加
州大学美術部」 に在籍 し ， 修業証書を受けた とあ る。一方 ， 『明治過去帳」で は ， 単 に 「桑港美
術学校に 入 り」 と の 記載 に とどま り， 在籍期間は不明で ある 。
　井手 と同 じ くサ ン フ ラ ン シ ス コ で美術を学 び ， 英国に渡 っ て 水彩画家 として の 名声を得た牧野
義雄の著作に ， ア メ リカ で の 4 年間の 修業時代の思い 出を綴 っ た 「あ さ きゆ めみ し』があ る こ と
は別稿で 触れた
4）
。 井手馬太郎 は ， こ の 牧野 の 美術学校 の 先輩 と して ， また渡英後の 協同生活者
と して 本文中に 数回肇場す るが ， こ の 中に井手 の サ ン フ ラ ン シ ス コ に おけ る就学機関を推定 させ
る次の 文があ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （マ め
　　　 こ の 学校 に は古来
一
人 か 二 人 の 日本人学生 が始終通学 して 居た 。 井出午太郎君 と慶応義塾
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　ロ　　　■　　　　　　　ロ　　　ロ　　　■　　　■
　　か ら来た 夏井潔君は私の入学前に修学を終 っ た が （中略）井出君 は欧州 に渡 りも っ と勉強す
　　 る た め ， そ の 学資を作 らねばな らぬ と言 っ て い なか の ホテ ル の ク ッ ク に雇 はれ ， 相会 う こ と
　　が不可能で あ っ た が手紙で 始終交際 して 居 た5）。
　 「こ の 学校」 とは ， 牧野 が 1893（明治26）年 11月に入学 した サ ン フ ラ ン シ ス コ の ， こ れ も本文
に 従え ば 「ホ ッ プキ ン 美術学校」，正 しくは Mark 且opkins 　Institute　of　Art で あ り， 現在も
なお，San　Francisco　Art　Instituteと して 活動 を続け て い る ， ア メ リカ 西海岸で は有数の 伝
統ある美術学校 で あ る 。 明治期に ア メ リカ で 美術を学んだ 画家 は数多い が ， そ の 第 1号 と して 18
93 （明治 26）年 に帰国 し， 三宅 克己 らに強 い 影 響を与え た高橋勝造6） も こ こ の卒業生 で ある。 高
橋の就学期間は ， 1885 （明治18）年よ り1891（明治24）年まで の 6年間 とな っ て い る 。 上 の 引用
文よ りみれば ， 牧野 の 入学 した ユ893 （明治26）年に は ， 井手はすで に サ ン フ ラ ン シ ス コ 美術学校
（以下本稿で は ， 特別 に必要な場合を除き 「サ ン フ ラ ン シ ス コ 美術学校」 と通称する）で の 就学
を終え てお り， 「審査官列伝」の 記述内容よ りみ て ， 1891・2 （明治24 ・5）年頃の 在籍 と考え る
の が妥当 で あろ う。 残念 な が ら， 1906（明治 39）年サ ン フ ラ ン シ ス コ を襲 っ た大地 震 に よ り市の
大半が灰塵 に帰 して お り ， 井手馬太郎 の 在籍を裏づ け る 記録の ほ か ， 当 時の カ リキ ュ ラ ム 等の 記
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録 の 一切 は失わ れ て い る 。
　 『審査官列伝』｝こお い て 1892（明治25）年よ り1895 （明治28）年ま で在籍 とな っ て い る 「加州
大学美術部」 に つ い て で あ るが ， カ リフ ォ ル ニ ヤ州立大学美術学部は ， こ の時点で は まだ公 式に
設置されて い ない 。 美術学部が公 式に 設 置さ れ た の は 1923 （大正 12）年 で あ り， そ の 起源は 1800
年代末の 州立大学の School　of　Engineering部門に さか の ぼ る 。 当初 は フ リーハ ン ド・ドn 一
イ ン グと恐 らくはデザ イ ン の原理 も教え られて い た との こ と7） で あるが ， こ こ にお い て も古い 記
録は失われ て お り， 井手の 在籍は確認で きな い 。
　さて ， 井手馬太 郎が 就学 し た と思わ れ る 「サ ン フ ラ ン シ ス コ 美術学校」は ， 当時 Mark 　Hop −
kins　Institute　of 　Art と通称 され 8）て い たが正 式名称は California　School　of 　Design で あ
り， 1871年 3月28日 に設立 された San　Francisco　Art　Association付設 の 美術教育機関で あ
っ た 。 こ の San　Francisco　Art　Associationは ， 地 域社会の芸術振興を目的 として 設 置され た
もの で ， School　of 　Design が 置か れた の は ， 1874年 2 月 8 日 の こ とで ある 。 ア メ リカにお け る
専門的美術教育機関と して は ， 1805年フ ィ ラ デ ル フ ィ ァ に設置された Pennsilvania　Academy
of 　Fine　Arts が最も古い 。 19世紀半過ぎ の 1859年に は ， ニ ュ ー ヨ ーク に Cooper　Union　Art
Schoo1が開設 され たが ，　 California　School　of 　Design は これ らに次 い で 古 く， こ の 時期に サ
ン フ ラ ン シ ス コ が こ う した芸術的事業 を組織 し得た こ とは ， 大変興味深 い 。 こ の Califomia
School　of　Design が Mark 　Hopkins　Institute　of　Art と通称 されて い たは ， 1893年以降1906
年まで の 13年間で ある 。





ー ・ マ シ ＝ 一君とい っ て年は 三 十五 ，六 才，青年時代 パ リーに 留学中は ブー
　　 ラ ン ジ ェ
ーの 門下 で 特別 の 優 等生 と して評 判高く （中略）助教授はデ ュ ラ ン とい う三 十才前
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　■　　　■　　　 　　　　　　　■
　　後の フ ラ ン ス 人 ， 肖像画の教諭はク
ー
ナ ス とい う ドイ ツ 人，景色は イ エ ーラ ン ドとい う四十
　　才を越 した イギ リス 人 で あ つ た
9）
。
　先に 洋画家高橋勝造を ， サ ン フ ラ ン シ ス コ 美術学校の 卒業生 と したが ， 「明治大正文学美術人
名辞書』の 高橋勝造の 項に は次の よ うに ある 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　 　の　　　　　 コ　 　コ　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　　コ　　 コ　　 　　　　 　　　り　　 　　　 　　 　 　　　 　
　　　明治十八年渡米 して 桑港画学校に六年在学 し，ヘ ン リ
ーゲーツ ， マ セ ウス ， エ ーラ ン ド等
　　 に 学 び
1 
。
　 こ こ に い う 「マ セ ウス 」 が ， 牧野 の い う 「ア ーサ ー ・マ シ ュ ー」即ち Arthur　Frank 　Math −
ews （1860〜工945）で あ り ， 「エ ーラ ン ド」 が 「イ エ ーラ ン ド」Raymond 　Dabb 　Yelland （1848
〜 1900） と対応 し ， 高橋 も牧野 も， 同 じサ ン フ ラ ン シ ス コ 美術学校 に就学して い た こ とが判 る 。
なお 「デ ュ ラ ン 」 は Anedee　Jo111in（1862〜 1917）， 「ク ーナ ス 」 は Oscar　A ．　Kunath （？〜
1904）で あ る 。 「ヘ ン リーゲーツ 」に つ い て は知 り得な い 。
　井手馬太郎 の 滞米期間 で あ る 1889 （明治 22）年よ り1895（明治28）年 まで の 間 は ， 牧野の 挙げ
た 4人 の 教員中 3人 は ， い ずれ もサ ン フ ラ ン シ ス コ 美術学校在籍中で あ るの で 11）， 井手が彼の 滞
米期間中の どの 時期に こ の 美術学校で学ん だとして も ， こ れ らの 教員よ り教えを受けて い た筈で
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あ る 。
　牧野に よ り 「校長」と して 紹介され た Arthur 　F。　Mathews は ， 1890年よ り大地震 に よ っ て
学舎が灰塵 に帰す る1906年 まで の 16年間 ， 校長の 任に あ っ た 。
　経歴が示すと こ ろで は
12）
， Mathews は単な る画家 ・美術教育者で は な く， カ リフ ォ ル ニ ヤ に
おける室内装飾を中心 と した デ ザ イ ナ ーとして もそ の 名を とどめ て い る 。 こ の こ とは ， Mathews
の 生徒に対す る影響力 が ， 単に絵画と い う狭い 領域に とどま らず ， 多方面にわた る幅広い もの で
あ っ た と想像 され る 。
一 3 一
　明治期に ア メ リカ に渡 っ た 美術を志す 日本人 の 多 くに と っ て ，ア メ リカ は ヨ ーロ ッ パ 留学の た
あ の 資金か せ ぎ の 場で あ っ た 。 ア メ リカ は ， 日本 の苦学生 lcと っ て ， 働 きなが ら学 べ る理 想 の 地
で あ り， また美術水準か らみれば ， 当時はまだ ア メ リカ独 自の美術が充分な評価を得て い た時代
で はな く， 美術の 研鑽の ためには，ア メ リカ人で さえ も ヨ ーロ ッ パ を目指 した 時代で あ っ た 。
　 6 年余 の 長期に わ た る ア メ リカ で の 生 活 を終 え た 井手馬 太 郎 は ，1895 （明治 28）年 9月 ，ヨ ー
ロ ッ パ 大陸に 渡 っ た 。 そ の 後 の 4 年に 近 い ヨ ーu ッ パ 生 活の 殆ん ど の 時期を ， 井手は ロ ン ドン で
過 して い る 。 「審査 官列伝』に み る井手の ， ロ ン ド ン に おける活動は華 々 しい 。
　先ず ， 1895 （明治28）年 ロ ン ドン におい て 「美術家 ウイ リァ ム ・ ア ダ ム ス 」の 門に 入 っ た とあ
る 。 こ の ウ ィ リア ム ・ ア ダ ム ス に つ い て は 知 り得て い な い 。
　翌年の 1896 （明治29）年に は ， 井手がデザ イナ ーと して の 地位を築 く意味で 重要な ， 3 つ の 活
動が始ま っ て い る 。 い ずれ もこ の 年 の 6 月よ り とな っ て い るが，第 1に ，「グ リニ チ敷物株式会
社」にデザイナ ーと して雇われ た こ と，次 い で 「ニ ュ ーク ロ ース 美術学校夜聞部」に 入学 した こ
と （1898＜明治31＞ 年修了）， そ して 「農商務省 （海外）実業練習生」 に 選 ばれ た こ と で ある 。
更に 1897 （明治30）年に は ， ロ ン ド ン で 「井手図案所」 を設立 し， 1898（明治31）年に は S ）ciety
of　Designersの 会員に もな っ て い る 。
　井手が ロ ン ドン に お い て か かわ りを持 っ た と思 われ る各 々 の 組織に お い て ， 井手 との 関連を示
す具体的な資料は今の と こ ろ見 出し得て い な い 。 た だ ， そ れぞ れの 組織に つ い て 知 り得た と こ ろ
は次の 通 りで ある 。
　 「グ リニ チ敷物株式会社」 と して ， 当時よ り存続 して い る企業 として は ， Greenwich　Carpet
Warehouse が考え られ る 。 ま た 「ニ ュ ーク n 一 ス 美術学校」は，現在もなお ロ ン ドン 大学の
Goldsmiths
’
College（School　of　Art　and 　Design）と して ， ロ ン ドン の New 　Cross に存続
して い るが ， Goldsmiths℃ 011ege に残 されて い る記録は 1906 （明治 36）年以降で ， 井手が夜間
部 に在学 した で あろ う当時の専攻 コ ース ・カ リキ ュ ラ ム ・教員 ス タ ッ フ等に つ い て は ， 残念なが
ら資料がな い 。
　 「井手図案所」 が い か な る組織で あ っ た か も不明で ある 。 た だ ， 井手の サ ン フ ラ ン シ ス コ 美術
学校の後輩に牧野義雄の ある こ とは既に 述べ たが ， そ の 著書に 「滞英四〇年今昔物語 』が あ る 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒方 ：明治とデザイ ン
こ れ に は ， 牧野が 滞米生活 4年後 ， 先輩と して の 井手馬太郎を頼 っ て ロ ン ド ン に渡 り， 以後約40
年間滞在した イギ リス で の 生活の 思 い 出が 綴 られて い るの で あ るが ， そ の 冒頭 に




月美術研究の 目的 で パ リに行 っ た 。
　　　と こ ろが紹介状の 宛先で あ る骨董商の 林正 さん が
一九〇〇年開かれ る世界大博覧会準備 の
　　為帰朝 して 居 ない 。 私は知合ひ も金 もな し途方に 暮れ ， サ ン フ ラ ン シ ス コ 美術学校の 先輩井
　 　 （マ’）
　　出午太郎氏を頼っ て 十二 月八 日 ロ ン ドン に渡 っ た 。 そ して 井出君 と同居 しなが ら
一緒に壁紙
　　や ク レ トン （cretonne ：カ ーテ ン や椅子カ バ ー用の 丈夫な さ らさの
一
種 筆者注）の デザ イ
　　 ン をや っ て い ると13）
とある 。 牧野が ロ ン ドン に渡 り井手 との 共同生活を始め るの は ， 文中に あ るよ うに 1897（明治30）
年末か らで あ り， 「審査官列伝』 の記述 に従えば ， 井手が ロ ン ド ン で 図案所を 開設 した時期に当
る 。 図案所 における デ ザ イ ン の 対象の一部が ， 壁紙 や ク レ トン であ っ た こ とが推定 される 。
　井手が 会員 とな っ た Society　of　Designersの 設立 は 1896 （明治29）年で ある 。 そ の 目的とす
るとこ ろは ， デ ザ イ ン 技術お よびデ ザイナーの社会的地位の 向上 とデ ザイ ナー間の 交流を計 る こ
とにあ っ た 。 「東京高等工業学校
一覧」明治35・36年版 の 職員一覧で は ， 井手馬太郎 に つ い て ，
「ピ ー， メ ン バ ー， ヲ ブ ， ソ サ イ チ ー ， ヲ フ ， デザイ ナー （ロ ン ドン）」 とあるの で ，井手はそ の
Private　Member で あ っ た と考え られ る。
　さて ， 井手の ロ ン ドン にお ける活動の 中で ， わが国 と最も深い 関連の あ っ た の が ， 農商務省海
外実業練習生 として の 活動で ある。
　こ の 海外実業練習生 制度に つ い て は ， 「農商務省第十五 回報告 明治二 十八 年度』に次の よ うに
あ る 。
　　　又外国貿易拡張ノ為メ 左 ノ六 項 ノ事業 ヲ施行 ス ル ヲ目的 トシ ニ 十九年 ヨ リ五 ケ年間施行ノ
　　見込 ヲ 以テーケ年六万円 ノ 予算 ヲ提出シ 貴衆両院 ノ 協賛 ヲ 経 テ裁定 セ ラ レ タ リ
　　　第一農工 商高等会議第二 海外商況視察　第三 海外実業練習　第四商品見本 ノ 発送　第五商
　　品試験製造　第六海外商況報告
14）
　更に実施年度に 当る 1896 （明治29）年 には ， 次の方法で人選 を行ない ， 海外実業練習生制度を
ス タ ー トさ せ た 。
　　　海外実業練習生ハ 東京 ， 大坂 ， 京都 ， 横浜 ， 神戸等ノ其地重 ナ ル 商工業者其他製産 地 ノ 重
　　ナ ル モ ノ ニ 推選セ シ メ 其中二 就キ希望者ノ性質， 品行 ， 学業 ， 経歴 ヲ勘査 シ 最 モ 適 当 ト認 ム
　　ル 者 ヲ選択 シ テ之 二 補助 ヲ給ス ル モ ノ トセ リ但練習生補助 二 関シ テハ 特二 内規 ヲ 設 ケ之 ヲ標
　　準 トシ テ許否 シ 其補助 ヲ与 フ ル モ ノ ニ ハ 命令書ヲ附 シ テ 常ニ
ー
定 ノ事項 ヲ報告 セ シ メ且其在
　　留地 ； ，在テ ハ 我公使館領事館二 於テ之 ヲ監督セ シ ム ル モ ノ トセ リ
15）
　 1896（明治29）年度第 1回練習生は 10名で ， こ の うち 「習業地 ：倫敦　業務 ：諸織物意匠模様
人員 ：一」 とあ るの が ， 井手馬太郎を指す 。 従 っ て井手は ， 海外実業練習生の 第 1期生と い うこ
と に な る 。
　 なお以上 にみ るよ うに ， 海外実業練習生制度は当初 5年間施行の 予定で あ っ たが ， 『農商務省
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商工 彙報』 などに よれば ， 少な くとも1913 （大正 2 ）年頃ま で は 継続さ れ て い る 。 こ の 制度が実
施 に移され始め た 明治30年代初頭 は ， 例え ば貿易行政の面か らみ て も ， 貿易品陳列館の 設置 （18
96＜明治29＞年）， ある い は 目清戦争勝利の 影響 もあ っ て ， それ まで の 貿易面で の 不平等を改正
す るための 関税定率法が制定される （1897＜明治30＞年） な ど ， デ ザ イ ン が対象 とす るわが国軽
工 業発展 の 素地が着 々 と準備された時代で ある 。 こ れ らの 状勢を反映 して ， 実業練習生の 数は 18
96 （明治29）年 の 10名よ り1900 （明治33）年 は 前年度よ りの継続者を含め て 58名に漸増 し ， 1906
（明治 39）年度に は 117名 ， 1907 （明治40）年度は 144名の 多数 に の ぼ っ て い る 。 前記 両年度中の
デザイ ン 関係練習生は ， それ ぞ れ10名 ・ 8 名で ある。
　ちなみ に ， 『農商務省商工 彙報」の 巻 末に掲 げられ て い る 「農商務省海外実業練習生一覧表」
よ り ， デザイ ン 関係の み抽出 し， 上 記 2年 にわた っ て表にす る と次 の 通 りとな る 。
表 1　　　　 農商務省海外実業練習生一覧表一デザイ ン 関係
　1906 （明治39）年度　　　　　　　　　　　　　　 重906年12月 1 日現在
瀬 地 1 対 象 【練 習 蟹 名
巴 里
　 　 〃






























































1907 （明治40）年度 1907年 12月10日現在
















































　農商務省商工 局編 「農商務省商工 彙報」明治39年第12号，明治39年12月
お よび明治40年第14号 ， 明治40年 12月巻末，農商務省海外実業練習生一覧
表 よ り作成
　練習生 と して の 期間は 2〜 4年で あ り， デザ イ ン 関係で 「一定 ノ 事項 ヲ 報告 セ シ メ 」，それを
ま とめた もの に ，1909 （明治 42）年 3 月農商務省商工 局刊行 の 「欧米各国美術工 芸図案二 関ス ル
報告」がある 。 こ こ で は白滝幾之助が r英仏両国連合博覧会二 於ケ ル 装飾美術 二 就テ 」， 高村光
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒方 ： 明治 とデザイ ン
太郎が 「英国 二 於ケル 応用彫刻 二 就テ」，武石 弘三 郎が 「白耳義国二 於ケ ル 美術工 芸品意匠図案」，
小 川 三 知 が 「米国 二 於ケ ル 流行 ノ 洋灯 二 就 テ」を そ れ ぞれ 報告 した もの が図版入 りで ま と め られ
て お り， 小川三 知の報告中に は ， ニ ュ ーヨ ーク テ ィ フ ァ ニ ー社の 名 もみえ る。
　井手馬太郎が何編の 報告書 を本省に寄せ て い るかは明 らかで ない 。 ただ管見 の範囲で は ， 1898
（明治31）年 5月30 日付 発行の 「農商務省工 務局臨時報告』第 4冊輸出陶器に ， 同年 2月 15日付
で 在 ロ ン ド ン 実業練習生井手馬太郎の 名で ， 「輸出陶器」 と題す る本文約 5 ペ ージ ， 図版 5葉の
報告書が現存 して い る 。 織物が練習生 と して の テ ーマ で あ っ た が ， 井手の 報告は こ の 枠を超えた
陶器 に も及ん で お り， 農商務省工 務局 も 「当業者参考上 必要の資料た るを認め」
16＞
印刷 して 関係
業者に配布 して い る 。
　 また ， 「農商務省第十九回報告　明治三 十二 年度』 に は
　　　本年度 二 於テ外国貿易拡張 ノ 参考 トシ テ 視察及実業練習生 ノ 報告並 二 各種 ノ報告書 ヲ印刷
　　二 付 シ 当業者 二 配布シ タ ル モ ノ左 ノ如シ 17）
と して 井手馬太郎意匠図案調査報告書が 挙げ られて い る 。 残念な が ら こ の 報告書は未見 で あり，
内容は不明で あ る 。 ただ ， 同 じ 「農商務省第十九回報告」に ，
　　　出版図書……工芸品 二 関 ス ル 意匠調査報告
と して
　　　 「商工局 臨時報告　三 十三 年　第十一冊」　 工 業図案改良并輸出品意 匠模様
18）
の 記載があ る 。 こ の 報告は ， 『商工 局臨 時報告』で はく工 業図案法改良意見＞
19）
と して く図案師
井手馬太郎〉の 名で 発表 されて い る 。 文中に ，
　　　余は先年英国よ りの 報告中に 「海外貿易品即 ち 日本よ り欧米諸国へ 輸出す る商品の 図案は
　　成るべ く輸出先の 図案に 模写せ ざ る可か らず」 との 趣 旨を述 べ 其実際の 事情を報告 した る こ
　　 とあ りしか
20）
とあ るが ， 先に触れ た 「輸 出陶器」 の報告に は こ の 内容は見当 らな い 。1899 （明治 32）年度 の 井
手報告の 趣 旨は ， 翌年帰国後の く工 業図案法改良意見〉に 反映 されて い る の で は なか ろ うか 。
　 井手は 海外実業練習生に選 ばれ る と時を同 じくして ， 「グ リニ チ敷物株式会社」に デザ イナ
ー
と して の 職を得，夜間部で はあるが 「ニ ュ ー ク ロ ース 美術学校」に入学 ， の ちに は 「井手図案
所」 を設立 ， Society　of　Designers に 入 会するな ど ， デ ザ イ ナーと して 教育 ・実務の両面 に わ
た っ て の研鑽を積む とと もに ， 社会的存在と して の デザ イナ
ー
の あ り方に つ い て も知識を深め る
機会を得て お り， 教育 ・産業の 両面 にわ た っ て ， よ り正確な海外デザイ ン 情報を伝え得 る ， 海外
実業練習生 として は最 も望 ま しい 人 材で あ っ た と い え る 。 彼 の 報告が，当時 の 輸出産業 の 当事
者 ， ある い は輸 出行政 の 当事者 に と っ て 貴重な内容を含む もの で あ っ た こ とは ， 想 像 に 難 くな
い o
4
井手馬太郎が く 図案師〉 と して く工 業図案法改良意見〉を発表 した1900 （明治 33）年 当時は ，
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井手は東京工 業学校本科工 業図案科の 副 科長で あ っ た 。 1899 （明治32）年設置当初 の 本科工 業図





　　 助教授　図 画　図案法　図案実習　島田 佳矣
　　 同　　　図画　絵画　図案実習　河辺正夫
21 ）
　 こ の うち ， 平山 ・前田 ・島田は ， 東京工業学校附属工 業教員養成所工 業図案科設置以来の 工 業
図案科教員 ス タ ッ フ であ り， 本科工業図案設 置に 伴い新た に 加わ っ た の は井手 ・ 横井 ・ 河辺の 3
名で ある 。 こ の うち ， 工芸史の 横井時冬を除く 2入が実習関係の 専門教科担当で ある が ， 河辺正
夫 は 1889 （明治32）年に東京美術学校図案科を卒業 したばか りであ り， 海外で の 実務経験の深 い
井手に ， 大 きな期待が寄せ られ て い た と考え られ る 。 副 科長 の 要職が与え られ て い る こ とはそ の
現 れ で あ ろ う 。
　 〈工業図案法改良意見〉 を著 した 当時の井手は ， 帰国後少な くとも 1 年を経過 して お り，教育
・実務の両面に わ た る ， わ が 国の デ ザ イ ン 事情を把握 し得 る 立場 に あ っ た 。 帰国後間 もな い 時期
で ，海外デザ イ ン 事情とわが国 の そ れと の 差異が鮮 明に感ぜ られた せ い で あろ う， ＜工 業図案法
改良意見〉で は ， 問題点の 指摘 とそ の 解決策が具体的か つ 素直に描か れて い る。
　〈工業図案法改良意見〉 は全文27ペ ージ， 400字詰原稿用 紙に して 約40枚程度の 量で ある 。 内
容は大別 して ， 「工 業図案法改良に 対す る具体的提言」 と ， 「輸出貿易品 の 図案 ・意匠に対する諸
注意」 よ り成 っ て い る 。 前者は僅か 8 ペ ージ を つ い やすの み ， 後者に つ い て は残 りの ペ ージを使
っ て ， 漆器 ・織物等の 具体例を引 きつ つ 論 を展 開 して い るが，前者に お い て ，当時の わ が国の デ
ザ イ ン 事情を ふ まえて 行なわれて い る具体的デ ザイ ン 改良法の提言は，教育の 場にお け る井手馬
太郎の指導法の 一端を示す もの として 興味深 い 。
　また こ の 改良意見が発表された 1900 （明治 33）年は ， わが国 の 近代デ ザ イ ン 運動に 重大な転機
を もた らした パ リ万国博覧会参同の 年で もあ る 。 当地で の 日本製品へ の 評価がデザイ ン 改革を要




こ うした反省の 上に 立 っ た 活動の展開は 1901 （明治34）年頃よ り活発化 して お り ， む し
ろ井手馬太郎の 〈工業図案法改良意見〉は ， パ リ万博の 成果 にかか わ りの な い ， 井手の 海外経験
をもとに した 独 自の見解と して 評価 され るべ きで あろ う 。 以 下改良意見に示 された タイ トル を追
っ て ，内容を紹介 して みよ う。
　〈工 業箘案法改良〉
　こ の 項に お い て 井手は，従来 日本の デ ザイ ン 製作過程にみ られた ス テ ッ プ ， 即 ち
　　第
一
　参考品を求む る こ と
　　第二 　参考品を模写する こ と
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒方 ：明治 とデザ イ ン
　　第三 　運筆 の 巧妙を務む る こ と
を とりあげ ， 特 に第 2 ， 第 3 点に つ い て 批判を加え て い る 。
　第 1点 に つ い て は ， 「今 日 の 図案家が図案の 材料 として 諸種の 参考品を 蒐集す るは素 よ り異議
な き所」 と して こ れを認め て い るが ， 第 2点に つ い て は
　　　参考品を蒐集す る は可な りと雖も単に 之 を参考品 と して 取扱はす其一部若 くは全 部を模写
　　するに至 りて は全然同意する能は さ る所な り （中略）従来の 我国図案家か一般に此参考品模
　　写を以 て 唯一 の 図案法 とな せ る傾向ありしは大に 図案の 発達進歩を害 した るか如 し
23）
と して ， 参考品模写が もた らす弊害を い まし め ， 参考品よ りモ チ
ー
フ を流用す る こ とは あ っ て
も， 少な くとも構成は変更す べ きだ と して い る 。 井手馬太郎が在籍 した 当時の東京工業学校工 業
図案科は ， カ リキ ュ ラム にデ ザイ ン の 実技 として 図案実習と工場実習を置い て い た が ， そ の うち
図案実習は絵画 に次い で 履習 時間 が多 い 教科で あ っ た 。 然もそ の 内容は ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ　　 　
　　　図案実習 二 於テ ハ 工 業品及応用美術品ノ 意 匠並 二 図案ヲ授 クル ニ 在 リ而 シ テ其方法ハ 内外
　 　 　　　．　　■　　■　　ロ　　 　　　　　　　　　 　　　■　　■　　　　　■　　■　　　　　　　　サ　　　　　■　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　■
　　新古 ノ図案様式 ヲ知 ラ シ メ 各工 業品 ノ 標本ヲ写 シ形状組織模様ノ配 置色彩 ノ配合 ヲ示 シ 以 テ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　　金物，木具，漆器 ， 陶磁器 ， 玻璃 ， 七 宝 ， 織物，製版等 ， 下 図 ヲ新案 セ シ ム
24）
で あ り， 様式の 学習 とそ の 再構成が中心 で あ っ た こ とを示 して い るが ， ともすれ ば様式の学習即
ち模写に比重の かか り過 ぎる傾向にあ り， オ リジ ナ リテ ィ
ーに欠 けるきらい が あ っ た もの と想像
され る 。 こ の問題 の解決策は ， 次の 項で ある 「模写の風を長 じた る要因」で論ぜ られ る の で後 IC
ふ れる こ ととす る 。
　次い で ， 第 3 点の 「運筆の巧妙を務む る事」で あるが ，こ こ で 井手は ， 彼の実務経験 に照 して
次の 指摘を行な っ て い る 。 即ち
　　　一の 図案を作るに 当りて其運筆を巧妙な らしめん と欲 し毎に数葉の下書を為すは今日我邦
　　の 図案家が務む る所な り然れ とも （中略）図案は決 して 図案 の儘に 用ひ らる る者 に非ず必ず
　　一旦 工 業家 の 手に 帰 し工 芸品に写 し出され て 始め て 世に行は る X 者 な り図案家に して 若 し此
　　理 を知 らずん は図案の 運 筆に過大の 労を費や して 其割合に好結果を得る能は さ るの 愚に陥 ら
　　ん の み 25）
と して 実例 を敷 物に と り，図案 の 線に い か に 運筆の 巧 妙を極め て も ， 実際 の 製品 にお い て は線は
織 目 の 中に表現 され ， 運 筆の 効果が 充分現れな い 場合が 多 い 。運筆 の 巧妙 に 勉め る こ とを不必 要
とは い わな い が ， 運筆に 過大 の 労をさ く暇が ある な らむ しろ構成を考え ，
一
つ の テ ーマ に対 して
い く種類 もの デ ザ イ ン を作成す る こ とに 時間をつ い やす べ きで あ ると述 べ て い る 。
　〈模写の 風を長 した る原因〉
　先 に井手 は ， 模写の弊害と運筆技術 へ の 偏重を ， 当時の わが国に お け るデザ イ ン の 問題点と し
て とり上げた が ， そ の原因を
　　　維新以来外国人の （中略）今 日 の 日本美術を評 し天平 足利及至徳川時代の 美術に及はす と
　　言ふ 者あり之 を耳に した る 日本人は一も二 もな く軽々 しく之 を信 じて 美術家 も
一時に懐旧 の
　　情を起 し頻 りに古書画 を 珍 重 し （中略）美術学生は皆古画を左右 ic置きて 之 を模写す るに 全
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　　力を傾 くるに至 りしか は図案家も亦 自然に模写の 外新案を 工 夫する者なきに 至 りしか如 し
26）
と して い る 。 美術教育史の 観点よ りす る と，明治30年代初頭 は欧化思想に 裏 うちされた鉛筆画系
臨画教育に と っ て 代 っ て ，国粋主義的思想 の もとに 毛 筆画臨画教育が全盛 を極め て い た時代で あ
り ， 美術教育の 総本山ともい うべ き東京美術学校に お い て は ， 岡倉天 心 の建学の精神を受 けて
　　　特に古画や古典の鑑賞や 臨模を重ん じて ， 其れに依て 当時の 現代的解釈或は 自分の もの と
　　して 取入 れ る や り方で ，
一
体 に 其頃は欧米の ， 所 謂新 しい も の の 崇拝熱 の 盛 な時代で あ っ た
　　に も関は らず ， 反対 に古美術研究を重ん じて ， 之 に依て一歩進ん だ新時代作品を構成す べ き
　　抱負を以て ， 其基礎的勉強に熱中して居た の です
27）
。
と い う実態が あ っ た 。 従 っ て美術学校よ り見れば ， 東京工業学校工 業図案科は
　　　 こ れは専 ら西洋 の 顰に傚ふ て 現代 に す る平易な実用 向き図案を描 くに あ っ た の で ， 美術学
　　校 の 図案の如 く 日本の 伝統を根帯 と して の 高尚な る趣味の もの とは 同 日の 論で は 28）
ない と い う こ とにな る。
　ともあれ井手馬太郎は ， 模写および運筆の 巧妙を極めん とする こ と に よ りもた らさ れ る弊害を
な く し，デ ザ イ ン の 改良進歩 を計 る方策 と して 次 の 3点を提起 して い る 。
　第 1点は デ ザ イ ン の基礎 と して ， 写 生を重視 した こ とで ある 。 即 ち
　　　写生 に重 きを措 くと云ふ は写生を其儘図案に用ふ るの 意に非す して 図案の 材料を成 る可 く
　　写生 に取 る可 しと云ふ に あり
Z9 ）
と述 べ ， 写生を基礎 と して デ ザ イ ン を考え る こ の 方式は ， す で に 工 業図案科 1年生 に 試み ， 好成
績を得た と述 べ て い る 。 こ の 模写を排 し写生を重視す る井手 の 考え方は ， 彼の デザ イ ナ ーとして
の 活動に ， サ ン フ ラ ン シ ス コ 美術学校で つ ちかわれた描写力が 役立 っ た こ とにある もの と考え て
よ い 。 後に 彼が設立 の 中心 に あ っ た 大 日本図案協会の 機関誌 「図按」の 第 13号に お い て ， 「図案
教授法私見」
30）
を発表 して い るが ， こ こ におい て も模写 に たよ る こ とは 図案 の 進歩を阻害す る一
大原因で あり， 「図案家た るもの は ， 森羅万象を知悉 し， 又 ， 之を描写 し得 るの 技能なか るへ か
らす」 として 描写力の 重要性を説い て い る。 また雑誌 「技芸の友』の 創刊号に お ける 「素入図案
研究者の為あ東京高等工業学校図案科長井手馬太郎氏談話」 に おい て も
　　　図按と申しま して も絵画の 力を応用 して 図按を な す もの なれば （中略）図按を研究す る前
　　に必ず図画を少 しく研究せ ね ばな りませ ぬ
31）
として ス ケ ッ チ の 説明よ り始め て い る こ とな どは ， 井手がデザ イ ン の 基礎 として 写生を重視 した
こ との 現れで あろ う。 東京工 業学校工 業図案科に おけ る ， こ の ス ケ ッ チ を基本に 置 い たデザ イ
・
ン
展開の 技法が ， 附属工業教員養成所工 業図案科第 1期卒業生 の 小室 信蔵 に よ り， 欧米の 文献を参
照 しつ っ 方法論 と して まとめ られて い っ た過程に つ い て は ， 別 稿で触れた通 りで あ る
32）
。
　井手がく工業図案法改良意見〉の 中で ， デザイ ン 改良の ため の第 2点と して 掲げた こ とは，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
















　　応用 すべ き工芸品の形象性質用途 を考 へ て 其図案か果 して 其工芸品に 適 する や否や を研究
33）
す る こ とであ っ た 。 こ こ で は図案は 工 芸品に 「応用す べ き」 もの で あり， 当時対象 と した デザ イ
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緒方 ： 明治 と デザイ ン
ン がパ ター ン デザ イ ン を主流 として い た こ と，そ して あ くまで 器物 に応用 され るべ き性質で あっ
た こ とを物語 っ て い る。ただ，こ の 第 2点 に おける 「工芸品の形状性質用途」を考え る こ とが ，
輸出仕向地 で の 風俗習慣等 の 文化的背景を も考慮に 入 れ る べ き こ とを説 い て い る点は ， 注目す べ
きで ある 。
　第 3点は ， すで に運筆の 項で 述べ られた よ うに ， テーマ に対 し出来 るだ け多くの デザイ ン を作
成 し， 多くの デ ザ イ ン の 中か ら最良の もの を選択 し得 るよう配慮す べ きで あ る との 提言で ある 。
以上 の 3点を もっ て デ ザ イ ン 改良の方策 とし， こ の 3 点に注意を払 う こ とに よ り， 進歩改良が期
待出来 ると述 べ て い る 。
　続い て 本論は，〈輸出品用の 図案〉 ， 〈 貿易品の 意匠〉 に移 り， 花莚
・漆器 ・織物 ・縫 箔に つ
い て 19ペ ージ ， 全文の 約
2／3が こ れ らの項 目 に つ い や されて い る。 紙幅の 関係上 ， こ こ ではく輸出
品用 の 図案〉の 内容に 触れ るに とどめ る が ， こ の 項 で 井手は ， 先 ｝C 注 20で 引用 し た 「日本よ り欧
米諸国へ 輸 出す る商品 の 図案は成 るべ く輸 出先の 図案に模写せ さ る可か らず」 との見解を ， 扇子
を例 に と っ て 説明 して い る 。 即ち ， 貿易業者の 言によれば ， 洋風 の デザ イ ン よ りは 日本調 デザ イ
ン の 方が輸 出品 として の 評判がよ く ， 「日本図案」 こ そ が 輸出品に適 した デザイ ン で あると の こ
とで あるが ， 「日本図案」 と して 好評 を も っ て 迎え られ て い るデザ イ ン の 実態は ， モ チ
ーフ こ そ
日本調で あ る が ， 西洋の 嗜好 に照 して 「西洋化 した る 日本図案」で あり， 純粋の 日本伝統美術が
評価 されて い るの で はな い と し， 扇面 の デザイ ン 2 葉を解説に添え て い る。こ こ に示 され る 2 葉
の 図中， 第 1図は 「西洋風を加味した」図案 ， 第 2 図は 「日本固有扇子」 とな っ て い る が ， そ こ
に現れる差異 は ， 第 1図で は 日本調 の 種 々 の パ タ
ーン が扇面全体 に 展 開 され て い るの に 対 し ， 第
2 図で は パ タ ーン と して の 松が
一隅に まとめ られ，扇面 に お ける余白部分 も構図の 中に生か され
た もの とな っ て い る点で あ る。
　デザ イ ン が まだオ ーナ メ ン トと深 く関連 して い た ヨ
ー ロ ッ パ で は ， 余白を生 か しk 日本的構成
は ， デ コ レ
ーシ ョ ン で は あ っ て もオーナ メ ン トとして は評価 され て い な い 。 こ の こ とは ，　J．　Ward
の The　Principles　Of　Ornament （4th　ed ．　London．1899．初版 は 1892年）の 第 1章の 冒頭 に ，
日本の デ コ レーシ ョ ン と そ れをオ
ーナ メ ン トと し修正 し た 図版を例 に掲げて ，日本伝統 の 構図
が ， オ
ーナ メ ン ト と して は不適切 で あ るとの 解説がな され て い る例か らもうか が え る 。 ＜輸出品
用 の 図案〉 の 結語 で井手が ， 「輸 出工 芸品 の 図案は 必ず 之を輸 出先 の 画 風 に模倣す るを要す」 と
述 べ て い る の は ， 上 にみ た ヨ
ーロ ッ パ に お け るオ
ー
ナ メ ン トの考え方が反映 され た提言 とみ る こ
とが出来 よ う。
一 5 一
　1906 （明治39）年，工 業図案科副科長と して の 在職 7年 目に して ， 井手馬太郎は東京高等工 業
学校を退 い た 。 そ の 後は ， デ ザ イ ン 事務所 「美術統合社」の 主 幹と して デザ イ ン 活動を継続して
お り ， こ の 「美術統合社」よ りの 記事が ， 幾度か雑誌 「技芸の友』に寄せ られ て い る。
　退職 に先立 っ 1905 （明治 38）年 10月，雑誌 「図按』第 35号の 19ペ ージ に次の 内容の 記事がみ ら
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れる 。 タ イ トル は 「井手馬太郎氏の美術及美術工 芸品 々 評会及其の 図案研究所」 とあり ， 美術工
芸品 の 陳列所を京橋区の宗十郎町 二 番地 に置い た と紹介 さ れ て い る 。 そ の 図按研究所は所員 4
名 ， 井手の他 ， 東京美術学校 日本画撰科1903 （明治36）年卒の 伊藤竜 涯 ， 東京高等工 業学校図案
科選科1905 （明治38）年卒の 滝忠郎 ， 水野年方門人柴崎美方で あ っ た 。 一般の 需要に応 じ， 1注
文 につ き 2〜 3点 の デザ イ ン を用意する とあるの は ， 先に述 べ た 「運 筆の好妙 に苦心 す る よ り
は ， デザ イ ン の点数を多 く」 との 井手 の 考え の あ らわ れ で あ ろ う 。 デ ザ イ ン の 対象 と して掲げ ら
れ て い る の は ， レ ッ テ ル ・カ ッ ト ・絵葉書 ・ ピ ン ・ メ タ ル ・染織図案 ・陶磁器 ・漆器な どで あ る
が ， 需要の 多い の は印刷関係 ， 中で もレ ッ テ ル が一番で ， 深い で ピ ン
・メ タル 類，その他は少な
い 。 こ の井手図案研究所が 「美術統合社」の 前身で あろ う。
　井手が東京高等工 業学校を退 き， 1910 （明治43）年 9月 18日 に没す るまで の 約 3年間の 活動を
明 らか にす る資料は少な い 。 『明治文化史」（美術編）には ， 簡単に次の よ うに触れ られ て い る 。
　　　東京高等工 業学校 の 教職を捨て 批評家 とな っ た井手馬太郎は
一九〇七年 （明治四十年）に
　　美術統合社 と称す る美術図案社を設立す ると共 に ， 美術記者の機 関として 「サ ク ラ倶 楽部」
　　を作 り， 日本美術協会に属 しな が らも ， 工 芸 の 新運動 を起 した
34）
　井手馬太郎 に と っ て ， 帰国後僅か 11年の 期間は ， 海外で の 経験を もとに わが国の デ ザ イ ン 界に
新風 を もた らし ， 改革 の実を挙 げる に は 短か過 ぎた と思 われ る 。 む し ろ志半ば に して世を去 っ た
とい うべ きか も知れ な い 。
　しか し彼の活躍 した明治30年代は ， わが国近代デ ザイ ン 史の 中で は最 も大きい デ ザ イ ン 改革運
動が行なわれた時期に 当り・ そ れだけに 彼 の 存在は短 期で は あっ た が ， わが国の デザイ ン の発展
に大 きな影響を与え て い る。
　本稿 に おい て は ・ 明治期の デ ザ イ ン教育 ・啓蒙に特異 な足跡 を残 した井手馬太郎の ， 主 に海外
生活に視点を当て ， 概説 して み た 。
　なお本稿作成 に 当り・次 の 方 々 か ら適切 な助言
・指導 ・ 資料の 提供を い ただ い た 。 こ の場をか
りて 厚 く御礼申しあげます 。
　　San　Francisco　Art　Institute，　Anne 　Bremer 　Memorial　Library： Harry　Mu ユford氏
　　San　Francisco　Public　Library： Mary 　Ashe さ ん











一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
緒方 ： 明治 とデザイ ン
注
1）拙稿 「明治 とデザイ ンー小室信蔵の 方法論一」r夙川学院短期大学研究紀要』第 4号　昭和54年 6月参照
2 ）大植四 郎 「明治過去帳」昭和46 東京美術　182ペ
ージ
3 ） 『審査官列伝」明治36 金 港堂　29〜30ぺ 一ジ
4）前掲 『偏川学院短期大学研究紀要」第 4 号参照
5 ）牧聾義雄 「あさきゆめ み し」昭和31 暮 しの 手帳社 124
ペ ージ
6）三 宅克 己 「思 ひ 出つ るま s 」昭和13 光大社　78ペ ージに は次の よ うに ある。
　　　　恰もそ の 時米国桑港 よ り新た に 帰朝された高橋勝造画伯が沢 山作画 を持 ち帰られ ， 偶ま 明治美術展
　　　覧会 に出品され た が，それ等の 作品を見 る に付け て も，とて もこ れ は 日本 に安閑 と して い る秋で は 無
　　　 い と思 っ た。
　　　　特 に その 水彩画 は，目本人の 作画 と して 今まで に 観た こ との 無 い 精巧 を極め た と云 ふ よ り，寧ろ 詩
　　　趣 に 富ん だもの で ， 桑港の 絵画 も 日本の それ との 比 で は無 い と ， 勘か らず驚歎 した 。
　　こ こ に い う 「明治美術展覧会」は，1894 （明治 27）年10月11日か ら11月末まで ， 上野公園で 開催された
　明治美術会 第6 回 展 で ，黒 田清輝 ・久米桂
一
郎 の 滞欧作品 の 他，高橋勝造の 滞米作品が，油絵の 他に20数
　点の 水彩画 を加え て特別展 示 され た と の こ とで ある 。 （外 山 卯三 郎 「日本洋画 史』2　昭 和53年　日貿出
　版社　31〜32ペ ージ参照）。 従 っ て三 宅 が 「思ひ 出つ る ま tS』の 中で ， 明治美術展 に お け る高橋の 水彩画
　に 触発され て 京都の ス ケ ッ チ旅行 に 出立 し た の を1894 （明治27）年 1月と して い るの は ， ユ895 （明治28）
　年の 誤 りで あろ う。 な お ， こ の 「思 ひ 出つ る ま ts』の 中に は，ヨ
ーロ ッ パ に 渡 る直前 お よび ロ ン ドン滞
　在中の 牧野義雄につ い て も断片的 に触れ られて い る 。
7 ）University 　of 　California，　Department　of 　Art ： Karl　Kasten 教授に よ る。
8 ）こ れ に は次 の よ うな背景 が あ っ た。
　　校名 に そ の 名 を冠せ られ る こ と とな っ た Mark 　Hopkins は鉄道の 大立 て 者で あっ た 。 存命中に妻 の た
　め に ，サ ン フ ラ ン シ ス コ の 高級住宅街で ある Nobb　Hillに大邸宅を建てた が， そ の完成をみ ぬ うち に
　Hopkins は世 を去 る。　Hopkins の 没後 ， 彼 の 妻 は東部 に 移 り，の ちに マ サ チ ュ ーセ ッ ッ の Edward
　Sealsと再婚するが ， こ の Seals婦人も亡 くなり，　 Sealsは妻の 残 し た サ ン フ ラ ン シ ス コ の 土地 と邸宅を，
　記念すべ き名をつ ける こ とを条件と して San　Francis◎Q　Art　Association の 使用 に供す る よ う， 州 立大
　学 の 理 事会 に寄託 し た。以後，1906年の サ ン フ ラ ン シ ス コ 大地震に よ っ て建物が失われ る ま で の 13年間，
　School　of　 Design は Mark 　Hopkins　Institute　of 　Art と通 称 され て い た の で あ る。土地 。 建物 の 寄託
　先が州立大学 で あ っ た こ と も関連して，サ ン フ ラ ン シ ス コ 美術学校が時と して州立大学美術学部と呼ばれ
　る こ と もあ っ た らし く，『審査官列伝」 に お ける 井手 馬太郎の 経歴 「加州大学美術部」は， こ うした ケ
ー
　 ス と して も考え られ る が， こ の 場合 ， 在籍期間が牧野 義雄 の 「あさきゆめ み し」 の 記述 と合 わ な い 。（注
　 5引用文参照）
　　Mark 　Hopkins　Institute　of 　Art 時代の ク ラ ス 編成 は人体 ・石膏 ・風景描写の 3 ク ラス で あ っ た。特
　に こ こ で 用い られ た 石膏像 は ， 普仏戦争の 戦傷者 に対 し て，サ ン フ ラ ン シ ス コ 市が贈 っ た 30万 ドル の 義援
　金 に対す る，フ ラ ン ス 政府 の 感謝 の しる し と して 贈られ た，逸品揃 い の 石膏 コ レ ク シ ョ ン よ りな っ て い
　 た。
9 ）前掲 『あ さ きゆめ み し」 124ペ ージ
10）松本竜之 助編 『明治大正 文学美術人 名辞書」大正 15 立 川文明堂　471〜472ペ ージ
11）サ ン フ ラ ン シ ス コ 美術学校 に お け る各教員 の 在籍期間 は，それ ぞれ 次の 通 りで あ る。
　　 A ．F ．　Mathews 　l ユ889〜1906，　R ．　D ．　Yelland ：1877〜1900，　A ．　Joulin： 1887 〜1897，0．　A ．　Kunath
　 の 在籍期間 は不明 なが ら，カ リフ ォ ル ニ ヤ に 滞在 し て い た の は 1878〜1904で あ る 。
12）Arthur 　Frank　Mathews は1860年 10 月 1 日， ウィ ス コ ン シ ン 州の Markesan に 生れ た 。 7 才の 時，
　Helen 　Tanner 　Brodit に絵 を学 び，15才 よ り19才 まで の 間は，父 の 事務所で 建築製図の 見習 い と して働
　い た 。 18才 の 頃 か らデザイ ン コ ン ペ に 出品 し始め ， 20才で コ ン ペ の 特賞 を得 て い る。21才より24才まで の
　間 は ， サ ン フ ラ ン シス コ の Britton　and 　Rey　Lithography　Company に ， デザイ ナー兼イ ラス トレ ー
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　 タ
ーと して雇 わ れ ， 1884年24才の 時に は，San　Francisco　Art　Student’s　 League の 結成に もカが あ っ
　 た とい わ れ る 。
　　25才 の 1885年渡仏 し， Academie 　Julianに 入 り， 以後4 年間，　 Gustave　Boulangerや Jules　Lefebre
　の指導の も とに ， 絵画 の 研鑚 に は げん だ 。 こ の Academie　Julianは，わ が国で も，美術評論家の草わ け
　 と と して著名な岩村透や ， 安井曽太郎の 学ん だ 画塾 と して よ く知られ て い る。
　　帰国の 1889 年に は ， San　 Francisco　 Art　 Student
’
s　 League に數鞭 を執 り， 同年 よ り California
　 School　of　Design で も教 え始め て い る 。 1890年，30才 に して School　of　Design の 校長に就任 した こ と
　 は本文に お い て 述べ た 通 りで ある 。
　　当時サ ン フ ラ ン シ ス コ は ， 「西部の パ リ」 と称せ られ，特 に美術面 に お い て そ の 共通性 が高 か っ た。一
　 っ に は ， 1890年代にサ ン フ ラ ン シ ス コ に おい て 美術教育に たずさわ っ てい た人 の 多 くが ， パ リに留学 し美
　術 の 習練 を積んで い た こ とに もよ る 。 Mathews もそ の 一人 で あ る。　Mathews はパ リに お い て ，フ ラ ン
　ス の ア カデミ ッ クなス タイル を身 につ ける と と もに ， ユ880年代後半 に パ リで 花開い た新 しい 芸術思潮 の 多
　く を も吸収 して い る。Academie 　Julianを離れ た所 で は ， 印 象 派 よ り も詩 的 象 徴主義の 傾向の強い
　Chavannes や Whistler の 影響を受け，ま た装飾ス タ イ ル の 面に お い て は ， 後期印象派やナ ビ派の 影響
　 の 跡もみ られ る との こ とで ある 。
　　1894年， Lucia　Klinhans と結婚 以後展覧会活 動 の か た わ ら， 室 内装飾 に も手を染め ， 1906年の 大地
　震の 後 で は ， 出版 ・著述活動 。家具 の 製造と販売に至 る幅広 い 活動 を始 め て い る 。
13）牧野義雄 『滞英四 〇年今昔物語」昭和15年　改造社　3ペ ージ
14）農商務大臣官房文書課 「農商務省第十五 回報告　明治二 十 八 年度」明治29年 10月　75〜76丁　藤原正 人
　編 『明治前期産業発達史資料』別冊（22）
− 1　昭和42 明治文献資料刊行会　所収
15）農商務大臣官房文書課 「農商務省第十 六 回報告　明治二 十九年度」明治31年 4月　 133丁　藤原正人編
　 『明治前期産業発達史資料」別冊（22）− 2　昭和42年　明治文献資料刊行会　所収
16）農商務省工務局工務課 「農商務省工 務局臨時報告」第四 冊輸出陶器　明治31年 5 月　 1ペ ージ




19）農商務省商工 局編 「商工 局臨時報告」第11号　明治33年　所収
20）前掲書 　g ぺ ＿ジ
21） 「東京工 業学校一覧」明治32・33年　第一章沿革及組織　5 ペ ージ
22）拙稿 「明治 とデザイ ン ー東京高等工 業学校工 業図案科を 中心 に一」「夙川学院短期大学研究紀要」第 2
　号　昭和53年 3 月，お よび 「明治とデザイ ン
ー
大 目本図案協会と雑誌 「図按』一」r夙川学院短期大学研
　究紀要」第 3号　昭和 53年 12月参照
23）前掲 『商工 局臨時報告」第11号 「工 業図案法改良意見」 2 ペ ージ
24）前掲 「東京工 業学校一覧」第 四 章教科及教旨　39ペ ージ
25）前掲 『商工 局臨時報告』 3 ペ ージ
26）前掲書 5 ペ ージ
27） 『東京美術学校 。 校友会誌」第 19号　昭和 15年　六 角紫水 （談）「学校創立 当時回顧」15ペ ージ
28）前掲書　小場恒吉 「図案科想ひ 出」56ペ ージ
29）前掲 『商工 局臨時報告』 6 ペ ージ
30）杉原忠吉編 「図按」第 11号　明治36年 2月　 1〜 5 ペ ージ　所収
31）鎗田徳之助編 『技芸 の 友』第1号　明治 38年10月　 1 ペ ージ
32）前掲 『夙川学院短期大学研究紀要』第 4号および 「明治とデザイ ンー小室信蔵（ユ）一」 『デザイ ン理 論
　19』1980年11月　意匠学会参照
33）前掲 『商工 局臨時報告」 7 ペ ージ
34）上野直昭編 「明治文化史』第八巻　美術編　昭和31年　洋々 社　242ペ ージ
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